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化学基礎・化学

問 ４　分子式 C4H4O4で示される二価カルボン酸であるマレイン酸とフマル酸に関す

る記述として誤りを含むものを，次の①～④のうちから一つ選べ。 　 ５ 　

 ①　マレイン酸とフマル酸は臭素付加によって同じ物質Xを生成する。

 ②　臭素付加によって得られる物質Xには不斉炭素原子が一つ存在する。

 ③ 　それぞれを試験管に入れて加熱していくと，マレイン酸の方が低い温度で融

解する。

 ④　マレイン酸が融解したのちも加熱を続けると，試験管上部に水滴が生じる。

問 ５　芳香族炭化水素に関する記述として誤りを含むものを，次の①～④のうちから

一つ選べ。 　 ６ 　

 ① 　ベンゼンに濃硝酸と濃硫酸の混合物を作用させると，置換反応によりニトロ

ベンゼンが生成する。

 ② 　鉄粉を触媒として塩素をベンゼンに作用させると，付加反応によりクロロベ

ンゼンが生成する。

 ③ 　酸化バナジウム（Ⅴ）を触媒としてナフタレンを酸化すると，無水フタル酸が

生成する。

 ④ 　p－キシレンの酸化によって得られる化合物は，ポリエチレンテレフタラー

トの原料となる。
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化学基礎・化学

③化学基礎・化学／三校

問 ６　次の反応ⅰ～ⅲによって得られる芳香族化合物の性質を下のア～オから選

び，その組合せとして最も適当なものを，下の①～⑥のうちから一つ選べ。

 　 ７ 　

 ⅰ　サリチル酸に，メタノールと少量の濃硫酸を作用させる。

 ⅱ 　ニトロベンゼンにスズと濃塩酸を加えて加熱後，水酸化ナトリウム水溶液を

作用させる。

 ⅲ　アニリンに無水酢酸を作用させる。

 ア　銀鏡反応を示す。

 イ　アミド結合をもつ。

 ウ　炭酸水素ナトリウム水溶液を加えると，気体を発生して溶ける。

 エ　さらし粉水溶液を加えると，赤紫色を呈する。

 オ　塩化鉄（Ⅲ）水溶液を加えると，紫色を呈する。

ⅰ ⅱ ⅲ

① イ ア ウ

② イ オ エ

③ ウ エ ウ

④ ウ オ イ

⑤ オ ア エ

⑥ オ エ イ

問 ７　次の芳香族化合物①～④のうちから，加熱すると分解して窒素を発生するもの

を一つ選べ。 　 ８ 　

 ①　ニトロベンゼン　　　②　アニリン　　　③　塩化ベンゼンジアゾニウム 

④　p－ヒドロキシアゾベンゼン（p－フェニルアゾフェノール）



― 28―

化学基礎・化学

問 ４　分子式 C4H4O4で示される二価カルボン酸であるマレイン酸とフマル酸に関す

る記述として誤りを含むものを，次の①～④のうちから一つ選べ。 　 ５ 　

 ①　マレイン酸とフマル酸は臭素付加によって同じ物質Xを生成する。

 ②　臭素付加によって得られる物質Xには不斉炭素原子が一つ存在する。

 ③ 　それぞれを試験管に入れて加熱していくと，マレイン酸の方が低い温度で融

解する。

 ④　マレイン酸が融解したのちも加熱を続けると，試験管上部に水滴が生じる。

問 ５　芳香族炭化水素に関する記述として誤りを含むものを，次の①～④のうちから

一つ選べ。 　 ６ 　

 ① 　ベンゼンに濃硝酸と濃硫酸の混合物を作用させると，置換反応によりニトロ

ベンゼンが生成する。

 ② 　鉄粉を触媒として塩素をベンゼンに作用させると，付加反応によりクロロベ

ンゼンが生成する。

 ③ 　酸化バナジウム（Ⅴ）を触媒としてナフタレンを酸化すると，無水フタル酸が

生成する。

 ④ 　p－キシレンの酸化によって得られる化合物は，ポリエチレンテレフタラー

トの原料となる。

― 29―

化学基礎・化学
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化学基礎・化学

問 ８　糖類に関する記述として最も適当なものを，次の①～④のうちから一つ選べ。

　 ９ 　

 ①　α－グルコースとβ－グルコースは光学異性体（鏡像異性体）の関係にある。

 ② 　グルコースのようにアルデヒド基をもつ単糖をアルドース，フルクトースの

ようにケトン基をもつ単糖をケトースという。

 ③ 　スクロース（ショ糖）はα－グルコースとβ－フルクトースが脱水縮合した構

造で，水溶液は還元性を示す。

 ④ 　ガラクトースは分子式 C12H22O11で表される二糖類で水溶液は還元性を示

す。

問 ９　次のアミノ酸①～④のうちから，キサントプロテイン反応を示すものを一つ選

べ。 　 １0 　

 ①　アラニン  ②　フェニルアラニン

 ③　システイン  ④　グルタミン酸
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化学基礎・化学

③化学基礎・化学／三校

（下 書 き 用 紙）


